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玉山（旧新高山）の植物帯  

高  橋  良  平  
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Plant zone of Mt．Gyokuzan（Mt．Niitaka）  

RyoheiTAKAHASHI   

（βオoJ∂g才cαJエαゐ∂γαねグッ，ダαC〟／わ・0′β血cαfZo〝，Åおg（7紺α〃〝オぴβγ∫勅）  

1．熱帯区（嘉義周辺の平坦地）   

この一帯ほ人口密度が高くその殆んどが住宅地と農  

耕地として利用されているために次にあげるような各  

種の熱帯特有の栽培植物が各地でみうけられた．  

1970年7月20El～8月22日迄約1ケ月にわたり台湾  

各地の植物採集を実施し，その折台湾吊‡岳協会の協力  

を得て玉山の山頂をきわめることができ，玉山の垂直  

分布の変化による植物象観に深い感銘をうけたのでそ  

の概要を報告したいと思う．当調査期間が僅か1週間  

許りで然も嘉義→阿月封1】→東捕の閲ほ森林鉄道を利用  

し車窓からのものであるため不十分な点が多々あるこ  

とを付記したい．玉山登山の根拠地は台湾西部平坦地  

の略中央に位置している嘉義で，このすぐ近くに北！衰1  

瀾線が通っているため，この周造卜一′掛は熱帯の様相  

を顕著に現している．ここから次算に玉山に向って標  

高が昇るにつれて植物桑観が亜蘭ぷ‥→峻帯→混帯→亜  

寒帯→寒帯へと規則正しく変化して之を水平分布にひ  

きのばすと熱帯の台湾から琉球列島，日本列島等を通  

り過して樺太南部迄の箱闘を含むことになり，従って  

日本の各地にみうけられる植物（移入したものも含ん  

で）やこれにごく近縁のものが数多く認められた。以  

下各帯の植物景観をあげると  

玉山の垂直分布  

キャッサバ栽培（根からタピオカ澱粉をとる）  

．1J（け・ぎ小り・‘J／JJ（J／l・‘イL．  

だJ′♪んりノイ‘7 エこり～ぎ‘川‘JLこII11．  

且〟gβJ‡オαノα〃α〝才cαLam．  

A〃βr′′カ∂α C（Zγα∽∂∂／αL．   

1J（川／／Jり／JJ／ノソJ、J∫／ノ〃（JP（）11卜  

かβJ∂〝～∬γβgオαRaf．  

」J・（－√〟 ぐ（JJハ・／／〟 L．  

助〃才∂〝βαrβg∫αCook．  

C鋸胱卜別紙げわⅥ1．  

C（7∫∫fα∫オα∽βαLam．  

〃JJ∫（J∫〟♪ん、JJ／JりJJL．  

マンゴウ  

リュウガン  

レンプ  

ゴし／ン′シ′  

キャッサバ  

ホウオウボク  

ビンロウ  

タイオウヤシ  

ココヤシ′  

タガヤサン  

バナナ  

その他各種のクロトソ類と熟静牲柑橘類．  

2．亜熱帯区（平担地～7007乃）   

山麓地ではリュウガン，チ岬クノキ rβCわ乃αgγα一   ●印ほ滞在地  
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同  橋  良 、巨   

の一帯ほlニ1衣紋治時代にこれらの針葉樹が盛んに伐採  

された所で現在ほ殆んどきりつくしてその数が極めて  

少く現在は専ら広葉樹の伐採にその主体がおかれ林業  

上重要な地域である．この地帯で特に目についた主な  

植物をあげると  

46  

那加Lり レヨワジョウソウ E捉♪如ク′∂～〟 カβfβγク♪カ〆J〟  

L．等の栽植が目をひき，これから更に昇るにつれて  

車窓の両側にガジュマル ダJc〟∫ γβ～〟∫α Lリ アコク  

ダブc祝∫∫〟♪♂γ∂αMiq．等の各種の硲樹の類が生い茂り  

その内にオオタニワクリ ∧匂0抽♪fβγf∫γオgfdαFee．  

のような着生植物や蔓植物が生育して亜熱帯特有のう  

っそうとした林柑を呈し，又谷間にほ木生しだ類のヘ  

ゴ類が長大な葉を拡げており，その間にシナク／∫どカ椚′－  

OC／～Joα ∫fβ7ヱ0ざ≠αCカブα Nak．，リ。fクチク βαプ）7ム〝∫〟  

樹令3，000年のペニヒ  

C∠γ∫g〟沼〟タイ∫αガβ〝∫βカKitam．  

動力琉＝皿椚戒別路がねfay．  

且毎由椚故旧／おⅦ朗肋㈹朝Hay．  

∫βJfdαgO〃才γgα一α〝γβαL．  

．右／√〃り♪／川川♪l中仙け♪／J‘J  

Fiscb．   

．・l‘／し〃（♪♪／ハり■一イ〃＝JJ／Jり〃「〃∫J∫  

11；1ト  

エ∂77fcβγα〝β才7γ〆Hemsl．  

・Y｛川l、／ハーⅣ（川・‘7〟（川′／J  

G，Beck．  

．1Jイ√〃J／JJ■‘JJ仙J・J心り〃lリリJ∫t－1町．  

∫（・J・り♪んJ√／‘汀J■√7‘J／J♪／J■川／什∫（リリーー  

αgα Mak．   

〃／J〃J‖、J一り∫♪け川〟川ノ‘JハりJ／√〃川  

Kanitz  

∫α／む∫α∫Cα♪擁r7〝f∫Hance  

var．αγ才∫α〝βJ2ぶg∫Kudo   

〔ごL〟JJ■‘川‘7‘〃・J■∫（川√〃∫J、∫Hこl）’．  

Gβ〝f才α77α∫Cα占γgdαHay．  

∫fプγα∬∫〟∂βγg′oJ∫〟∫Hook et  

ArI】．   

l一山、r／J〃J川JIJり・Jイ／／J■〟〃〃〃J  

Hay．  

こIJ（りJ（心り♪‘JJりJJ、ノ‾／（り▲〟l．．   

アリサンアザミ  

ニヒタカコクゾリナ  

タイワンヒヨドリ  

アキノキリンリウ  

ミヤマレヤジン  

ニヒタカシヤジン  

ホソバスヒカズラ  

ンマオニク  

ニヒタカヨモギ  

ヒナノクスツポ  

コレオガマ  

アリサンタムヲソウ  

ミヤマコケリンドウ  

ニヒタカリンドウ  

クラ汐ロエゴノキ  

ュヒタカコケモモ  

ギンリョウソウ  

タイワンへゴq′α′カ♂〃gα〆〃β77∠〟′Jα．Nak．  

OJd如∽才Munro，マチク 伽JヱdγOCαJのナZ㍑ぶJαどげ／or〟∫  

Munro 等の竹林が目につき，又所々の谷間には大規  

税のニガウリ（ツルレイン）〃ぬ舶用翫 Cカαrα7ヱfオαL．  

の集団栽培が行われていた．  

3．暖帯区（700J乃～1800プガ）   

この一帯ほ月本と同様に常緑広葉樹が二〕三体をしめ各  

種のカレ類．レイ類やクスノキCオ〃タ～α別の72〟〃プCαタブZ♪一  

hora Sieb．，タブノキ Machilus ThunbergiiSieb．  

e′Zucc．等のクスノキ科の巨木が目につきその間に  

日本統．魯時代に移入したモクソクチク タカ〆J∂∫fαCカグざ  

♪〟∂e∫C♂J7∫MazelやスギCγツ♪ね7刀βγオαブα♪07ZfcαDon  

の見事な純休が各地でみうけられ甥園地方の植相と非  

常に似かよっているため興味深く印象づけられた，  

4．温帯区（1800〝Z～300α朋）  

1800∽をこえると常緑広葉樹が次第に姿を消し落柴  

広葉樹が中心となりその内にべニヒ Cカα〝ZαβCプ如γ才∫  

カ川～βぶβ′Z∫オ∫ Mats．，タイワンツガ 7七〝g（Z Cカタ〝のぞぶZ●∫  

Pritzel等の針葉樹の巨木が所々にみうけられた．こ  
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玉山（旧新∫矧い の植物一昔   

タイワンミヤマタユタデ C∫γCαβα7J～オブ沼′〟／α011Wi  

47  

ニヒタカオトギリ  

キンシ㌧ベイ  

ニヒタカツリフネ  

クスノノ、カエデ  

タカサゴウリカエデ  

ニヒタカフウロ  

アリサンナヅナ  

アッパヤドリギ  

〃．1小リイ√〃川．＼一－ぺり、‘川・‘J／11こlト  

旦γ♪のイc〟〃7♪α′〝／裾7Thunb．  

J〃ノハ7／／■√〃J〃〃イ．／lり一‘JHこlト  

Acβγβ∂／p7ヱg〟〝‡Wall．  

A“γ〃紺〃広川那加正 Hay．  

（ご．1川〃／J川ノ アん．…／（川〟川011＼＼■i  

Cαγdαタ7Zf㌢Jβの′ね〟紬㍑ほぉ Hay．  

Lけ‘川川JJ∫〃／り（イ，l－十川一川り∫√川‘7l、  

Hay．  

G～γαγdオブヱfα′0γ研0∫αタ7αHay．  
ニイタカトクヒの純朴  

セイバンイラクサ  

タイワン1ンユウメイギク  A肌用紺紬ヲ 鉄ほりh杭 Bu－  

Cb－H官m．  

ナンコチゴザサ   P∂αプ‡α〃ゐ∂β7ヱぶオ∫Ohwi  

アリサンテンナンシヨウ Aγf∫αβ…αノもγ∽0∫α7ヱα  

町ノ／川り〃〃J〟／声ノ川川L、   

ド  

点∂∫αJαg〃7g‘2′αMich．  

」川J心‘J／♪J■〃〟1J．  

rゐαタグc′γ〟∽∫e∫JfJβHay．  

7ソ／〟／／（イJⅥ〃J∫〟れ－∫l・√〃∫Oll＼＼・i   

ゲ  

Hay  

ニヒタカアカバナ  

タカサゴナナカマ  

ニヒタカイバラ  

ニヒタカハタグオ  

ニヒタカカラマツ  

ナンコカラマツ  

ニヒタカキンポク  

Hay．   

ミ  

rγfcプγf∫∫ノbγ∽ク∫α〃αBaker  

A〃わ用7循眈〃琉け仙川馴 Hay．  

最招わ町仲川独悩舶用Wall．  

0♪カ～♪og〃〃ぶCα∂gγOhwi  

rナイルJJJ‘J川）‘・心仙Jイ／（けJ7  

LemoiIle   

アリサンムサシアブ  

ホソバホトトギス  

ニヒタカラッキョウ  

タカサゴユリ  

アリサソヤプラン  

ヒメヒオキズイセソ  

ナガサノ、ハコベ  ∫fβJJαγ才α／α∬αMer．   

この地帯は他との隔離が大であるためこの地域特有  

の固有種が数多く生再している．  

6．潅木帯区（3800J乃～3900〃7）   

3800朋をこえると喬木限界に達し突如として1］木内  

地のハイマツ′き；宇と全く同一展観を示すニヒタカビヤク  

レソJ㍑〃f♪βγ〟ざ叩〟α椚α′αLamb．が地表面をはって  

一面に繁茂しており，その間に次のような草丈の低い  

かれんな高l【い植物が花をつけていた  

阿里llり召辺にほ古く薬草として1］本から移入したデ  

キクリスαが毎仇1抽ゆ卿紺1．が野生化して到る  

所で赤，自，桃色の色とりどりの花をさかせており又  

東浦（25007調）附近の路傍に来＝ノンゲソウA∫≠rαgαJ〟ぶ  

訂正川∫L が7月下イ可に花盛りで奇異の感をうけた．  

ち．亜寒帯区（300α椚～3800”～）   

大形の広葉樹が姿をけしてタイワンアカマツ凸反射  

〝チα∫∫∂タ7オα〃αDoI】りニヒタカトウヒ 夕方c♂α mOrγgぶ0才‡一  

丁co／αHay．、ニヒタカトドマツA∂Jg∫放びα点α7プ7才∫Ito  

等の針葉樹が生育して人二i二の加わらない針葉樹の原生  

林が到る所にみうけられた．その下草として特に目に  

ついた主な植物をあげると  

ニヒタカコウモリ CαCαJfα∽0†～α7Z拍αHay．  

／ニヒタカクワガタ Ⅴ針≠扉〃7用例γわ朝雇α坑z Hay・  

イッスソコゴメグサ 動ゆ毎がねf吻最抗Obwi  

タイワンコゴメグサ 動画肌扇α肋両紙壷朋Obwi  

ニヒタカツルリソドゥ Cγα比グ〟γ♂オα／〃〝C♂OJαfαHay．  

地面をほうニヒタカビヤクシ∵／の純林   

ニヒタカヤマハハコ A〃α♪カα／∫ざ∽0γrf∫0〃fcoJα  

Hay．   
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ニヒタカコゴメグサ E㍑♪カγα∫gα  

行（川∫〃上り・けJ■∫0〃‖／JJ■∫H町．  

コバカラマツ  rカα／fc′γ〟〃＝ノブツγfo♪カグ〆〟7”  

Ohwi  

クスイロチドリ  A7J‡gね∫fgg7〃αα／♪β∫g7′βFuku－  

yama  

ノウカウチドリ  0γCんf∫互♂ノ′αfぶ揖β〝ぶオ∫Hay．  

7．岩石帯区（3900′〝～3997〝7）   

3900〝2をすぎると一面のガレキ地′昔となり木本類の  
頂上近くのガレキ笛（左上が玉山（3997肌）頂上）  

生育ほ全然みうけられず只岩場の隙間に僅かに次のよ  

うな乾生高山植物が生育しているに過ぎなかった  ニヒタカヒメレンゲ ∫βd〟椚研fcγ∂∫♂♪αJ〟研Hay．  

ニヒタカウスエキ Aナ！α♪カα／g＝′‡βγrg∫∂′7オc∂／αHay．   ニヒタカマンネングサ ∫β血∽〝柑rγダ∫β〃β〝∫βHay．   
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